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我が国でも各種のジェネリック薬品の使用推進施策が行われているが，がん
領域での使用には慎重な姿勢をとる医師も多いといわれている。
乳がん診療専門医に対するアンケート調査を行い，乳がん領域におけるジェ
ネリック薬品(後発医薬品）使用の実態と，後発医薬品，特に抗がん剤の後発

医薬品使用における医師の基本姿勢について明らかにする。

財団法人パブリックヘルスリサーチセンターがん臨床研究支援事業（CSPOR）
が行っている乳がん領域の多施設共同医師主導臨床試験Ｎ-SAS BC 02，03，
04試験に参加し，症例登録を行っている医師180名を対象に，「後発医薬品へ
の変更可」と処方箋様式が変更になって約半年後の2006年12月に，メールあ

るいは郵便で調査票を送りメールあるいは郵便によって回収した。

対象と方法

結果
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調査対象者の背景

後発医薬品に対する基本姿勢は 現在，後発医薬品を処方していますか
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施設のシステムとして，後発医薬品が処方できない

施設，診療科，医局の方針として，後発医薬品は処方しないことになっている

自分の考えで後発医薬品は処方していない

とりたてて理由はないが，後発医薬品は処方していない

未回答
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いません
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後発医薬品について

外来診療と後発医薬品について

後発医薬品を処方するにあたって不安を 後発医薬品のどこに不安を感じますか
感じることがありますか
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施設のシステムとして，後発医薬品が処方できない
施設，診療科，医局の方針として，後発医薬品は処方しないことになっている
自分の考えで抗がん剤の後発医薬品は処方していない

とりたてて理由はないが，抗がん剤の後発医薬品は処方していない
その他

17%

49%

21%

13%

特に不安は感じない　

 薬剤の領域（抗がん剤など）によっては，不安を感じる

薬剤の銘柄によっては，不安を感じる

全ての後発医薬品に不安を感じる
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積極的に後発医薬品を処方している

 後発医薬品の銘柄によっては，積極的に処方している

施設の方針で，後発医薬品を処方している

 患者さんの希望があった場合に，処方している
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薬剤の品質

安定供給

情報提供体制

外来診療の際に，患者さんから後発医薬品
について尋ねられたことがありますか

外来診療の際に，患者さんから後発医薬品
の処方を求められたことがありますか

患者さんから自己負担額が大きいため，安い
薬に代えてほしいと言われたことがありますか

自ら，後発医薬品という選択肢があることを
患者さんに伝えていますか

患者さんの自己負担額を考えて，後発医薬品
を処方することがありますか

制度変更と後発医薬品について

後発医薬品の以下の用語について

後発医薬品の採用ついて

まとめ

年齢 45.1±6.3（31-66） 歳
医師としての経験年数 19.5±6.0（6-41） 年
乳がん診療の経験年数 14.1±6.4（2-35） 年

１週間の外来の頻度はどのくらいですか
週に 2．7±1.0(1-5)

１週間に診察する外来患者数は平均でどのくらいですか
約 95.4±40.6(15-230) 人/週

１週間に診察する外来の乳がん患者数は平均でどのくらいですか
約 73.7±42.9(1-230) 人/週
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なぜ後発医薬品を処方していないのでしょうか 現在，抗がん剤の後発医薬品を処方して
いますか

なぜ，抗がん剤の後発医薬品を処方して 抗がん剤（内分泌療法剤を含む）の処方
いないのでしょうか について，先発医薬品と後発医薬品の

使い分けはどのようにしていますか
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制度を理解してい

る
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知らない

4 %聞いたことがある

2 1%2006年4月から院外処方箋の様式が
変更になり，「後発医薬品への変更可」
の欄が加わるようになりました。この制
度変更を知っていましたか

現在，施設で使用している院外処方箋に，
「後発医薬品への変更可」の欄は，加
わっていますか

「後発医薬品への変更可」という制度は，
患者さんが調剤薬局で，薬剤の銘柄を
選択できる制度ですが，この制度につい
てどう思いますか
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院外処方箋の様式が変更され，「後発医薬品への変更可」の欄が加わった

今ところ変更されていないが，今後「後発医薬品への変更可」の欄が加わる予定である

院外処方箋の様式が変更される予定があるのか，よくわからない

施設として院外処方箋を発行していない

一般名処方をしており，関係ない

未回答
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患者さん自身が自由に薬剤の銘柄を選択できるので，好ましい

医薬分業の面から見て，好ましい

釈然としないが，これも世の流れで仕方ない

医師の処方権の侵害であり，好ましくない

薬剤による治療に責任が持てなくなるので，好ましくない

その他

「一般名処方」を知っていますか

「医薬品審査制度」を知っていますか 「オレンジブック」を知っていますか

「代替調剤」を知っていますか
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新薬（先発医薬品）メーカーが後発医薬品を
製造販売していることを知っていますか

いいえ，知りま
せん
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新薬（先発医薬品）メーカーが製造販売して
いる後発医薬品の信頼性をどう思いますか

新薬メーカーの製造販売する後発医薬品が，
後発医薬品専業メーカーの薬剤より
信頼できるポイントはどこですか

2つ以上の後発医薬品がある場合に，
患者さんが自己負担額の少ない後
発医薬品を望んだらどうしますか

3つの薬剤の中から1剤を選択する
ときには，どの薬剤を処方しますか

★ 7割弱の乳がん診療専門医が抗がん剤（含内分泌療法剤）のジェネリック

医薬品（後発医薬品）を処方していた。

★ 先発の抗がん剤と後発の抗がん剤の使い分けについては、患者の意向
を重視していた。

★ 薬剤師により、後発医薬品への変更を可能とした制度変更に対しては
5割強の乳がん診療専門医がこれを評価していた。

★ 乳がん領域で用いられる抗がん剤については先発医薬品メーカーが
製造・販売する後発医薬品に対する信頼性が高かった。

調査時期：2006年12月

調査対象者
乳がん治療の多施設共同研究CSPORに登録している施設の医師180名

メール 133名

メール返信 58名

郵便 47名

郵便返送 15名

調査票回収 73名 回収率 41％
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一般的に新薬メーカーの後発医薬品の方が，後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

薬剤の領域によっては，一般的に新薬メーカーの後発医薬品の方が，後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

薬剤の銘柄によっては，後発医薬品の専業メーカーよりも，新薬メーカーの後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

後発医薬品であれば，新薬メーカーと後発医薬品専業メーカーの薬剤には変わりがない

未回答

36%

32%
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一般的に新薬メーカーの後発医薬品の方が，後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

薬剤の領域によっては，一般的に新薬メーカーの後発医薬品の方が，後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

薬剤の銘柄によっては，後発医薬品の専業メーカーよりも，新薬メーカーの後発医薬品の専業メーカーよりも，信頼出来る

後発医薬品であれば，新薬メーカーと後発医薬品専業メーカーの薬剤には変わりがない

未回答
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30%
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37%

有効性も安全性も，どちらの後発医薬品も新薬（先発医薬品）
と変わりないと考え，患者さんの希望通りにする

有効性や安全性は，新薬（先発医薬品）と同じではないと考
えるが，患者さんの希望通りにする

価格は高くても､新薬に近い有効性や安全性のデータが備
わっている後発医薬品を勧める

未回答
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自己負担額が1ヶ月3000円の先発医薬品

自己負担額が1ヶ月2000円で，有効性と安全性の
データが先発医薬品と変わらない後発医薬品
自己負担額が1ヶ月1000円であるが，ヒトにおける
有効性と安全性のデータが全くない後発医薬品

その他

未回答

目的
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有効性のデータがある

安全性のデータがある

薬物動態のデータがある

薬剤の品質に問題がな い

安定供給が出来る

情報提供体制が整っている


